サミュエル・ヘーズレット著『日本の監獄から』（本誌第八号掲載） : 正誤および「訳注」・「補遺」追記 by 松平 信久
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サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
著
『
日
本
の
監
獄
か
ら
』（
本
誌
第
八
号
掲
載
）

正
誤
お
よ
び
「
訳
注
」・「
補
遺
」
追
記
松 
平  
信 
久
は
じ
め
に
　
標
記
翻
訳
を
掲
載
後
、
読
者
の
方
に
よ
る
指
摘
な
ど
か
ら
、
本
文
お
よ
び
訳
注
、
補
遺
な
ど
の
記
述
に
誤
記
や
不
正
確
な
記
述
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
掲
載
時
点
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
事
実
を
関
係
者
の
方
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
り
、
筆
者
の
調
べ
で
新
た
な
補
足
事
項
が
生
じ
た
り
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
こ
こ
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
次
第
で
あ
る
。
な
お
記
述
中
の
ペ
ー
ジ
は
第
八
号
の
も
の
で
あ
る
。
Ⅰ
．「
訳
文
」
正
誤
１
．
獄
中
で
の
読
み
物
の
最
初
の
入
手
時
期
に
つ
い
て
　
　
（
80
ペ
ー
ジ
下
段
後
ろ
か
ら
５
行
目
）
　
六
ヶ
月
目
（
誤
）　
→　
六
週
間
目
（
正
）
Ⅱ
．「
ま
え
が
き
」
お
よ
び
「
補
遺
」
正
誤　
１
．
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
の
監
獄
か
ら
の
釈
放
時
期
　
　
（
63
ペ
ー
ジ
上
段　
最
終
行
）
　
一
九
四
七
年
の
四
月
（
誤
） 
→ 
一
九
四
二
年
の
四
月
（
正
）
２
．
サ
ン
ス
ベ
リ
ー
司
祭
の
帰
国
後
の
勤
務
校
に
つ
い
て
　
　
（
115
ペ
ー
ジ
下
段　
２
行
目
）
　
聖
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
新
学
校
（
誤
） 
→
　

聖
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
神
学
校
（
正
）
３
．
Ｐ
．
ラ
ッ
シ
ュ
氏
の
階
級
に
つ
い
て
　
　
（
115
ペ
ー
ジ
下
段
９
行
目
）
　
米
国
陸
軍
大
佐
（
誤
） 
→　
米
国
陸
軍
中
佐
（
正
）
Ⅲ
．「
訳
注
」
修
正
１
．
へ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
の
横
浜
移
転
に
伴
う
主
教
座
聖
堂
お
よ
び
、
地
方
部
監
督
事
務
所(
教
務
所
）、
主
教
邸
の
設
置
に
つ
い
て
　
　
（
95
ペ
ー
ジ
下
段　
注
（
２
）
主
教
座
を
横
浜
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
に
移
し
、
同
時
に
主
教
邸
も
− 97 −
建
築
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。（
旧
）
　
　
　
　
　
↓
主
教
座
を
横
浜
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
（
横
浜
市
中
区
花
崎
町
一
丁
目
四
二
番
地
）
に
移
し
、
同
時
に
、
地
方
部
監
督
事
務
所
（
教
務
所
）
を
同
教
会
内
に
設
置
し
た
。
更
に
、
横
浜
市
中
区
山
手
町
二
二
〇
番
地
に
主
教
邸
が
設
け
ら
れ
た
。（
修
正
）
Ⅳ
．「
訳
注
」
お
よ
び
「
補
遺
」
補
足
１
．
本
書
の
増
刷
に
つ
い
て
　
　
（
112
ペ
ー
ジ
下
段
訳
者
に
よ
る
補
遺
２
）
　
そ
の
後
、
訳
者
の
確
認
で
き
た
と
こ
ろ
で
は
、
更
に
、
一
九
四
三
年
八
月
に
は
第
三
版
、
同
年
一
二
月
に
は
、
第
四
版
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
学
生
キ
リ
ス
ト
教
運
動
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
２
．
第
一
次
大
戦
中
に
お
け
る
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
師
の
欧
州
で
の
活
動
に
つ
い
て
　
標
記
に
つ
い
て
、
原
著
に
あ
る
筆
者
紹
介
（
64
ペ
ー
ジ
「
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
に
関
す
る
覚
書
」）
の
中
に
、「
一
九
一
四
年
か
ら
一
八
年
に
お
よ
ぶ
戦
争
の
間
、
フ
ラ
ン
ス
の
中
国
人
労
働
者
組
合
で
三
年
間
勤
務
し
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
主
教
自
ら
の
筆
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
次
の
文
章
が
筆
者
の
目
に
留
ま
っ
た
。
　
「
◎
戦
線
に
向
は
ん
と
し
て
　
現
代
思
想
家
の
深
き
注
意
は
、
今
や
挙
っ
て
世
界
的
大
動
乱
の
上
に
注
が
れ
つ
ゝ
あ
り
。
然
れ
ど
十
字
架
の
主
に
従
ふ
、
我
等
の
態
度
は
既
に
明
な
り
。
我
等
は
如
何
に
世
人
を
指
導
す
べ
き
や
。
十
字
架
の
主
、
死
し
て
甦
れ
る
基
督
を
除
き
て
我
等
何
処
に
か
真
に
人
類
の
趨
帰
を
覔もと
（
ル
ビ
は
引
用
者
に
よ
る
）
む
べ
き
。
然
り
、
今
や
余
は
戦
線
さ
し
て
進
み
ゆ
か
ん
と
す
。
諸
君
は
留
ま
り
て
日
本
の
堅
め
と
な
る
べ
し
。
十
字
架
の
主
は
我
等
の
希
望
に
し
て
、
又
我
等
の
指
導
者
た
る
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
．H
easlett　
　
　
」
（
聖
公
会
神
学
院
校
友
会
機
関
誌
『
陵
友
』
第
一
号
（
大
正
七
年
三
月
廿
日
発
行
）
に
掲
載
。『
聖
公
会
神
学
院
100
年
記
念
誌
』
（
聖
公
会
神
学
院　
二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
九
日
発
行
）
所
収
）
こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
大
正
七
年
（
一
九
一
八
年
）
の
末
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
は
終
結
し
た
。
従
っ
て
ヘ
ー
ズ
ッ
ト
師
の
フ
ラ
ン
ス
で
の
活
動
は
、
大
戦
末
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
当
地
で
の
滞
在
が
三
年
間
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
同
師
の
主
教
就
任
（
一
九
二
二
年
）
は
日
本
へ
の
帰
還
後
間
も
な
い
時
期
で
あ
っ
た
。
引
用
し
た
文
章
か
ら
は
、
神
学
教
育
に
携
っ
て
い
た
同
師
が
、
そ
の
立
場
か
ら
（
一
時
的
に
せ
よ
）
離
れ
て
、
戦
線
で
キ
リ
ス
ト
の
道
に
従
お
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う
と
す
る
高
揚
し
た
意
思
を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
３
．
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
ル
バ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
に
お
け
る
日
本
の
中
国
爆
撃
に
対
す
る
抗
議
集
会
に
つ
い
て
　
　
（
96
ペ
ー
ジ　
訳
註
15
）
　
一
九
三
二
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
ル
バ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
日
本
の
中
国
爆
撃
に
対
す
る
抗
議
集
会
は
、
日
本
聖
公
会
内
部
に
も
波
紋
を
広
げ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
聖
公
会
神
学
院
で
ギ
リ
シ
ャ
語
、
聖
書
神
学
担
当
の
教
授
で
あ
っ
た
、
Ｃ
．
Ｋ
．
サ
ン
ス
ベ
リ
ー
師
の
長
女
、
オ
ー
ド
リ
ー
・
サ
ン
ス
ベ
リ
ー
・
ト
ー
ク
ス
氏
の
著
書
「
二
つ
の
日
本
」（A
udreySansburyT
alks;A
StoryofT
w
o
Japans
）
に
は
、
以
下
の
様
な
記
述
が
あ
る
。
「
一
九
三
七
年
の
秋
は
神
学
院
で
の
仕
事
は
こ
と
の
ほ
か
順
調
に
進
み
、
学
生
達
は
外
国
人
教
授
の
も
と
で
真
剣
に
学
ん
だ
。
（
し
か
し
）
彼
ら
の
本
当
の
気
持
ち
は
知
る
こ
と
が
難
し
い
。
一
〇
月
五
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
、
日
本
で
の
反
英
感
情
を
引
き
起
こ
す
行
事
が
催
さ
れ
た
。
こ
の
催
し
は
、
中
国
で
一
般
人
を
標
的
に
し
た
爆
撃
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
関
し
て
日
本
に
抗
議
す
る
為
に
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
ル
バ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
も
の
で
、
集
会
で
は
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
が
議
長
を
務
め
た
。
こ
の
集
会
は
日
本
の
新
聞
で
は
「
反
日
」
と
書
か
れ
、
イ
ギ
リ
ス
が
中
国
の
主
張
を
支
持
し
、
中
国
で
の
日
本
の
要
求
を
嫌
っ
て
い
る
証
拠
だ
と
強
調
さ
れ
た
。
大
主
教
が
関
わ
り
を
持
っ
た
こ
と
は
、
日
本
聖
公
会
内
に
、
よ
り
荒
い
言
葉
を
生
み
出
さ
せ
て
い
た
。
東
京
の
松
井
主
教
は
、「
こ
れ
で
イ
ギ
リ
ス
の
教
会
と
我
々
と
の
繋
が
り
は
終
り
だ
」
と
語
気
を
荒
げ
た
。
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
は
「
私
た
ち
英
国
人
宣
教
師
は
皆
さ
ん
を
支
え
る
た
め
に
だ
け
こ
こ
に
い
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
が
お
望
み
で
あ
れ
ば
す
ぐ
に
去
り
ま
す
」
と
言
っ
て
こ
の
雰
囲
気
を
静
め
た
。
４
．
交
換
船
に
つ
い
て
　
　
（
102
ペ
ー
ジ
上
段　
注
（
４
）
（
１
）
日
英
民
間
人
交
換
船
の
う
ち
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
交
換
船
の
状
況
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
船
名
・
エ
ル
・
ナ
イ
ル
号
（
エ
ジ
プ
ト
船
籍
）
運
行
日
程
一
九
四
二
年　
七
月
二
九
日
・
リ
バ
プ
ー
ル
出
港

→
リ
ス
ボ
ン
寄
港　
　
一
九
四
二
年
八
月
三
一
日
・
ロ
レ
ン
ソ
・
マ
ル
ケ
ス
入
港
一
九
四
二
年
九
月
八
日
・
ロ
レ
ン
ソ
・
マ
ル
ケ
ス
出
港
一
九
四
二
年
一
〇
月
九
日
・
リ
バ
プ
ー
ル
帰
港
　
従
っ
て
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
は
、
日
本
側
の
交
換
船
龍
田
丸
で
ロ
レ
ン
ソ
・
マ
ル
ケ
ス
に
到
着
（
八
月
末
日
）
の
後
、
当
然
こ
の
船
に
乗
っ
て
母
国
に
向
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
横
浜
出
港
後
二
ヶ
月
余
り
を
要
し
て
の
帰
国
で
あ
っ
た
。
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（
２
）
吉
村
昭
氏
の
小
説
『
深
海
の
使
者
』（
文
春
文
庫　
二
〇
一
一
年
三
月　
新
装
版
第
一
刷　
文
芸
春
秋
刊
）
に
よ
れ
ば
、「
一
九
四
三
年
の
秋
、
ド
イ
ツ
に
渡
航
後
、
帰
国
の
途
に
つ
き
、
連
合
国
側
の
制
海
区
域
を
潜
り
抜
け
て
必
死
の
航
行
を
続
け
る
日
本
の
伊
号
八
潜
水
艦
は
、
ア
フ
リ
カ
南
端
喜
望
峰
を
大
き
く
迂
回
し
て
航
海
中
、
一
一
月
八
日
の
朝
、
一
隻
の
客
船
と
す
れ
違
う
形
で
遭
遇
し
た
。
こ
の
船
に
関
し
て
、
数
日
後
に
、
ド
イ
ツ
駐
在
海
軍
武
官
代
理
渓
口
泰
麿
中
佐
か
ら
同
潜
水
艦
に
、『
日
英
居
留
民
交
換
船
（
船
名
解
読
で
き
ず
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
船
）
ハ
、
目
下
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
方
面
ヲ
航
行
中
ノ
ハ
ズ
ナ
リ
』
と
す
る
電
報
が
入
り
、
そ
の
客
船
が
交
換
船
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」(
大
意)
と
あ
る
。
し
か
し
、
航
海
日
程
か
ら
み
て
、
こ
の
船
は
日
英
交
換
船
で
は
な
く(
日
英
間
交
換
船
は
一
九
四
二
年
八
月
一
〇
日
横
浜
出
港
の
鎌
倉
丸
が
最
後)
、
日
米
居
留
民
交
換
船
（
一
九
四
二
年
に
続
く
第
二
次
交
換
）
で
、
米
国
側
が
手
配
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
船
籍
・
グ
リ
ッ
プ
・
ホ
ル
ム
号
で
あ
る
。
日
米
両
側
の
船
名
、
航
海
日
程
な
ど
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
日
本
側
船
名
：
帝
亜
丸
（
日
本
郵
船
、
元
フ
ラ
ン
ス
船
籍
「
ア
ラ
ミ
ス
」）
運
航
日
程

一
九
四
三
年
九
月
一
四
日
：
横
浜
出
港
→
大
阪
寄
港
→
上
海
寄
港
→
香
港
寄
港
→
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
港
湾
）
寄
港
→
サ
イ
ゴ
ン
寄
港

一
九
四
三
年
一
〇
月
一
五
日
：
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
ゴ
ア
（
イ
ン
ド
半
島
西
海
岸
の
港
湾
）
入
港
一
九
四
三
年
一
〇
月
二
一
日
：
ゴ
ア
出
港
一
九
四
三
年
一
〇
月
三
一
日
：
昭
南
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
入
港
一
九
四
三
年
一
一
月
二
日
：
昭
南
出
港
→
マ
ニ
ラ
寄
港
一
九
四
三
年
一
一
月
一
四
日
：
横
浜
帰
港
ア
メ
リ
カ
側
船
名
：
グ
リ
ッ
プ
ス
・
ホ
ル
ム
号
運
航
日
程
一
九
四
三
年
九
月
二
日
：
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
港
一
九
四
三
年
九
月
一
七
日
：
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
入
港
一
九
四
三
年
九
月
一
八
日
：
同
港
出
港

一
九
四
三
年
九
月
二
二
日
：
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
（
南
米
中
南
部
の
国
ウ
ル
グ
ア
イ
の
首
都
）
入
港
一
九
四
三
年
九
月
二
三
日
：
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
出
港

一
九
四
三
年
一
〇
月
四
日
：
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
、
ポ
ー
ト
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
入
港
一
九
四
三
年
一
〇
月
一
六
日
：
ゴ
ア
入
港
一
九
四
三
年
一
〇
月
二
一
日
：
ゴ
ア
出
港
　
（
以
上
の
運
行
日
程
はW
ikipedia
の
資
料
に
よ
る
）
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右
の
航
程
か
ら
、
伊
号
八
潜
水
艦
が
遭
遇
し
た
グ
リ
ッ
プ
ス
・
ホ
ル
ム
号
は
、
ゴ
ア
を
出
港
し
、
イ
ン
ド
洋
、
喜
望
峰
を
経
由
し
て
、
大
西
洋
か
ら
米
国
に
向
か
う
途
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
伊
八
艇
は
、
遭
遇
直
後
に
は
同
船
を
敵
艦
と
見
て
魚
雷
攻
撃
を
行
う
こ
と
と
な
り
様
子
を
伺
っ
て
い
た
。
し
か
し
夜
に
な
っ
て
同
船
に
接
近
し
攻
撃
に
備
え
た
際
に
、
そ
の
舷
側
に
十
字
形
の
標
識
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
急
遽
攻
撃
を
中
止
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
時
中
の
交
換
船
の
航
行
は
、
撃
沈
な
ど
の
危
険
を
常
に
背
負
い
な
が
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
（
３
）
ミ
ス
・
Ｌ･
Ｅ
・
リ
ー
と
交
換
船
　
訳
註
（
97
ペ
ー
ジ
（
15
）
や
補
遺
（
113
ペ
ー
ジ　
４
）
で
そ
の
文
章
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
松
蔭
女
子
学
院
の
教
師
で
あ
っ
た
レ
オ
ノ
ラ
・
エ
デ
ィ
ス
・
リ
ー
氏
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
る
が
、
父
の
勤
務
の
関
係
で
カ
ナ
ダ
に
生
ま
れ
、
後
Ｓ
Ｐ
Ｇ
所
属
の
宣
教
師
と
な
り
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
。
太
平
洋
戦
争
勃
発
後
も
、
彼
女
は
日
本
に
留
ま
る
こ
と
が
宣
教
師
と
し
て
の
任
務
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
離
日
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
神
戸
教
区
主
教
八
代
斌
助
師
は
、「
敵
性
外
国
人
」
と
し
て
の
宣
教
師
が
、
日
本
に
留
ま
る
こ
と
の
危
険
性
へ
の
配
慮
な
ど
か
ら
リ
ー
氏
に
帰
国
を
勧
め
同
氏
も
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
る
彼
女
は
、
当
然
、
日
英
交
換
船
に
乗
る
条
件
を
備
え
て
い
る
と
の
判
断
か
ら
、
一
九
四
二
年
夏
に
出
帆
の
交
換
船
へ
の
乗
船
申
請
を
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
事
務
を
担
当
し
て
い
た
ス
イ
ス
領
事
館
の
担
当
者
は
、
彼
女
が
カ
ナ
ダ
生
ま
れ
で
あ
る
と
の
理
由
で
申
請
を
却
下
し
た
。
中
立
国
国
籍
者
を
含
む
帰
国
希
望
者
が
多
数
あ
り
、
乗
船
者
を
制
限
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
鎌
倉
丸
で
帰
国
す
る
英
国
人
た
ち
を
神
戸
駅
で
辛
い
思
い
で
見
送
っ
た
。
以
上
の
経
緯
か
ら
、
同
氏
は
、
一
九
四
三
年
の
第
二
次
日
米
交
換
船
へ
の
乗
船
を
希
望
し
申
請
を
行
っ
た
が
、
今
度
は
彼
女
が
イ
ギ
リ
ス
国
籍
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
出
港
三
日
前
に
申
請
却
下
の
通
知
を
受
け
た
の
で
あ
る
。（
リ
ー
氏
著
「
戦
中
覚
書
」『
松
蔭
女
子
学
院
史
料
第
８
集　
２
０
０
８
年
』
所
収
に
よ
る
）
　
い
わ
ば
着
の
身
着
の
ま
ま
で
滞
日
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
リ
ー
氏
の
困
難
は
想
像
に
余
り
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
外
国
人
に
よ
る
透
徹
し
た
目
で
戦
時
下
の
日
本
聖
公
会
の
姿
が
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
大
戦
下
の
厳
し
い
状
況
下
で
事
に
あ
た
る
八
代
主
教
へ
の
同
氏
の
堅
く
深
い
信
頼
は
終
始
揺
ら
ぐ
こ
と
が
な
か
っ
た
。
５
．
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
主
教
座
大
聖
堂
・
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
記
念
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
献
納
式
に
つ
い
て
　
　
（
114
ペ
ー
ジ　
補
遺
６
）
　
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
教
区
の
聖
ペ
ト
ロ
・
聖
パ
ウ
ロ
主
教
座
大
聖
堂
で
の
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
記
念
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
献
納
式
は
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
教
区
主
教
・
ハ
ン
タ
ー
（L.S.
− 101 −
H
unter
）
師
の
主
唱
に
よ
り
、
一
九
五
七
年
一
二
月
七
日
（
土
）
正
午
か
ら
、
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
教
区
補
佐
主
教
マ
ン
（J.
G.M
ann
）
師
に
よ
る
除
幕
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
式
典
に
は
、
当
時
ケ
ラ
ム
神
学
校
で
研
修
中
で
あ
っ
た
、
日
本
聖
公
会
の
内
田
稔
、
与
賀
田
千
秋
両
司
祭
が
招
か
れ
参
列
し
た
。
マ
ン
主
教
は
戦
前
、
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
と
同
時
期
に
九
州
地
方
部
の
主
教
で
あ
り
、
戦
後
の
日
本
聖
公
会
復
興
調
査
委
員
の
一
員
と
し
て
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
と
共
に
来
日
し
た
経
緯
が
あ
る
。
な
お
、
日
本
か
ら
こ
の
記
念
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
た
め
に
四
〇
ポ
ン
ド
の
献
金
が
捧
げ
ら
れ
た
。（
内
田
稔
氏
提
供
に
よ
る
「CH
U
RCH
T
IM
ES
」〈
イ
ギ
リ
ス
聖
公
会
の
週
刊
機
関
誌
〉
の
記
事
に
よ
る
）
６
．
佐
々
木
鎮
次
主
教
の
獄
中
記
と
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
の
説
教
　
太
平
洋
戦
争
末
期
に
、
東
京
教
区
主
教
佐
々
木
鎮
次
師
は
、
当
時
の
国
策
で
あ
っ
た
、
日
本
聖
公
会
の
日
本
基
督
教
団
へ
の
合
同
に
反
対
し
た
た
め
に
、
東
京
九
段
の
憲
兵
隊
司
令
部
に
拘
禁
さ
れ
尋
問
を
受
け
た
。
そ
の
上
で
、「
治
安
警
察
法
」
違
反
と
し
て
巣
鴨
拘
置
所
に
抑
留
さ
れ
取
調
べ
を
受
け
た
。
　
（
一
九
四
五
年
　
 
二
月
一
九
日
よ
り
三
月
三
一
日
迄
　
　
　
　
　
　
　
　
 
第
一
回
憲
兵
隊
取
調
べ
　
 
五
月
一
四
日
よ
り
六
月
一
四
日
迄
　
　
　
　
　
　
　
　
 
第
二
回
取
調
べ
　
 
六
月
七
日
よ
り
同
一
六
日
迄
　
　
　
　
　
　
　
　
 
巣
鴨
拘
置
所
で
の
取
調
べ
　
 
六
月
一
七
日
不
起
訴　
釈
放
）。
同
師
の
獄
中
回
顧
録
に
よ
れ
ば
、
右
記
第
一
回
憲
兵
隊
取
調
事
項
は
左
の
諸
事
項
で
あ
っ
た
。
「
１　
日
本
聖
公
会
再
建
計
画
 
２　
戦
争
観
 
３　
宿
谷
の
話　
北
京
関
係
（
引
用
者
註　
「
宿
谷
」
は
日
本
聖
公
会
執
事
・
宿
谷
栄
師
の
事
で
あ
る
。
西
村
敬
太
郎
編
『
日
本
聖
公
会
の
試
練
、
嵐
の
跡
を
顧
り
み
て
』
に
次
の
記
述
が
あ
る
。「
昭
和
二
十
年
二
月
二
日
、
松
本
文
、
宿
谷
栄
の
両
聖
職
（
日
本
聖
公
会
執
事
）
が
、
九
段
の
憲
兵
隊
司
令
部
に
拘
束
さ
れ
た
。（
中
略
）
宿
谷
執
事
は
教
務
で
、
佐
々
木
総
裁
か
ら
北
支
に
遣
わ
さ
れ
た
者
と
し
て
、
佐
々
木
主
教
の
密
謀
（
こ
れ
が
嫌
疑
）
を
探
る
た
め
、
松
本
執
事
は
宿
谷
師
の
友
人
と
し
て
、
そ
の
間
の
動
静
の
傍
証
を
得
る
た
め
、
と
思
わ
れ
た
。」
日
本
聖
徒
ア
ン
デ
レ
同
胞
会
東
京
聖
三
一
教
会
支
部
発
行
『
日
本
聖
公
会
の
試
練
』
よ
り
再
引
用
）
 
４　
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
講
話
」
右
の
内
、
４
に
関
す
る
「
取
調
べ
の
内
容
」
と
し
て
次
の
記
述
− 102 −
が
あ
る
。
「
四
．
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
講
話
の
要
旨
と
之
に
対
す
る
当
時
の
感
想十
八
年
六
月
三
十
日
英
国
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
大
聖
堂
に
て
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
説
教
し
末
尾
に
〔「
日
本
住
民
生
活
力
旺
盛
な
り
か
ゝ
る
故
凡
て
の
部
面
に
行
過
ぎ
あ
り
宗
教
も
同
じ　
斯
る
国
民　
は
戦
後
再
教
育
の
要
あ
り
而
し
て
そ
の
手
〔
が
〕
か
り
と
な
る
も
の
は
ク
リ
ス
チ
ア
ン
な
り
」
と
予
は
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
の
如
き
我
国
を
愛
し
て
之
を
知
れ
る
も
の
が
そ
の
結
果
を
苦
し
む
も
の
は
直
ち
に
日
本
聖
公
会
な
る
を
知
ら
む
如
何
に
し
て
斯
る
言
を
為
せ
し
か
怪
む
と
感
ぜ
り　
と
言
ふ
に
対
し
之
が
英
国
人
の
真
意
な
り
何
故
国
民
と
し
て
憤
激
を
感
ぜ
ら
れ
し
ぞ
之
れ
日
本
精
神
を
□
失
へ
〔
る
〕
為
な
り
と
断
定
す
」
（『
キ
リ
ス
ト
の
か
お
り
を　
目
白
聖
公
会
八
十
年
記
念
誌
』
目
白
聖
公
会　
一
九
九
八
年
一
〇
月
発
行
よ
り
引
用
）
こ
の
獄
中
記
は
、
メ
モ
な
ど
が
一
切
許
さ
れ
な
か
っ
た
取
調
べ
事
項
に
関
し
て
、
釈
放
後
、
終
戦
前
の
一
九
四
五
年
七
月
四
日
ま
で
に
日
記
帳
に
綴
ら
れ
た
由
で
あ
る
。
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
説
教
の
内
容
や
真
意
は
確
認
で
き
ず
、
ま
た
引
用
メ
モ
の
特
に
最
後
の
部
分
は
、
文
脈
上
、
意
味
不
明
の
面
も
あ
る
が
、
英
国
帰
国
後
の
ヘ
ー
ズ
レ
ッ
ト
主
教
の
言
動
と
、
日
本
に
お
け
る
そ
の
波
紋
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
注
目
し
た
い
。
　
な
お
取
調
べ
中
の
昏
倒
や
、
釈
放
後
の
極
度
の
憔
悴
の
様
子
な
ど
か
ら
、
佐
々
木
主
教
へ
の
取
調
べ
は
苛
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

以
上　
